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松原市セーフコミュニティ
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【課題①】

就学前児童は自宅内での転倒・転落によるけがが多いが、十分な安
全対策をしている家庭は少ない。

【課題②】

虐待を見たり聞いたりしても、関係機関等に相談する人は少なく、
家族や近隣知人からの相談も比較的少ない。
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【課題③】

子育ての負担感は大きく、子育て支援サービスの情報を入手しにく
いと感じる人は約60％。



課題①

就学前児童は自宅内での転倒転落によ
るけがが多いが、十分な安全対策をし
ている家庭は少ない。

課題②

虐待を見たり聞いたりしても、関係機
関等に相談する人は少なく、家族や近

隣知人からの相談も比較的少ない。

取り組み①

・自宅内の
事故防止啓発

・身体機能の向上

取り組み②

・相談機関の周知
・子育て情報の発信

方向性①

就学前児童の
自宅内でのけが予防
に対する意識向上

方向性②

相談機関の認識度の
向上と子育て情報の
発信強化
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課題③

子育ての負担感は大きく、子育て支援
サービスの情報を入手しにくいと感じ
る人は約60％。
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校内の事故やけがが多い危険箇所を
校内マップに示し、安心・安全な学
校生活をめざす活動です。

校内安全マップづくり ＩＳＳに移行

ＩＳＳとは、学校内のけが、およびその
原因となる事故、いじめ、暴力を予防す
ることによって、安心・安全な学校づく
りを進める活動。

市内全小・中学校にて
校内安全マップづくりを実施

活動の様子
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・健診時の待ち時間を
活用して啓発

・全保護者に啓発可能

ヒヤリはっとアンケートの
結果を乳幼児の健診会場に掲示
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自宅内での安全対策に

関する認知度（％）
出典：松原市子ども未来室

９０％以上の方が自宅内の
安全対策の必要性を認知
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平成24年～

公立幼稚園における体操教室 （件） （％）

公立幼稚園におけるけがによる病院受診件数

身体機能を上げて
けがを予防！
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平成３０年よりあんあんカレンダーとし
て市内の医療機関や小中学校に掲示

しかし・・・

・あんあんカレンダーを見たことがない
・そもそも知らない
など、周知としては力が弱かった

市内小学校、公立幼稚園・
公立保育所の対象世帯へ

約５，９００部配布

そこで・・・

１枚もののリーフレットを作成し、配布
する世帯を増やすことに！！
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出典：松原市子ども未来室

周知を徹底し
アクセス数 ＵＰ！
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平成２７年１０月～
まつばら子育てネット運用開始

令和元年６月 リニューアル

子育てに関する様々な情報を発信
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平成28年6月～
子育てすくすくポイントカード発行

子育て支援センターを利用する度に
貯まるポイントと景品の交換が可能

マッキーグッズ 図書カード
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令和元年度、令和2年度は新型
コロナウイルスの影響から来所組数が減少！

子育て支援センター 来所組数
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コロナ禍における啓発活動

例年、実施していた市民まつり等での
啓発活動が実施できず

対策委員から「何らかの形で実施
できないか」との声

啓発活動を実施している様子

非接触による啓発活動を実施

直接的な啓発物品の配布や声を出すこと
はせず、啓発パネルとのぼりを持って市
内の主要駅前に立ち、啓発活動を実施

新型コロナウイルス感染症の影響で中止
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子育て情報の入手しやすさ

出典：けが及び安心・安全に関する実態調査アンケート

市内の小・中学校の教員に配布し
日常的に使用してもらうよう依頼

４４０部
配布

【クリアファイル】

コロナ禍で外出を控えている人が多かったため
情報を入手しやすいと感じている人が減少！
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NEW

就学前児童の
救急搬送を要しないケガの
受傷状況がわからない

けがのきろく

阪南大学の先生と協働で「けがのきろ
く」を作成し、令和２年５月より稼働

令和２年度収集したデータを
分析し課題を抽出
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NEW

~ ＫＹＴ（危険予知トレーニング）とは~

ＫＹＴとは、様々なシーンにおいて、どのような危険が予想されるかを考え、事前に予知する

ことで、危険予知能力を高め、危険から自身の力で回避できるようにする訓練のこと
14

これまで

研修会の内容を、新型コロナウイルス感染症
対策としてリモートで配信

危険要因に対して大人が対応していた

子ども自身が危険から身を守る行動をとる

研修の様子
導入に向け研修会を実施

これから
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就学前児童のケガが多い

・ＫＹＴ（危険予知トレーニング）の導入検討

子育て情報を入手しにくいと感じている人が多い
・あんあんリーフレットの活用
・児童虐待防止の啓発場所の検討

救急搬送データ等に挙がらないケガの情報が掴めない
・昨年から収集している「けがのきろく」のデータを分
析し、見えてきた課題に対して対策を検討

NEW

NEW
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自 宅 内 で の 安 全 を チ ェ ッ ク し ま し ょ う 。

周りに様子の気になる子どもがいたり、自身が子育てに
不安を感じていたら、相談窓口に連絡しましょう。

子どもと危険なことについて、一緒に考えてみましょ
う。



大阪初！セーフコミュニティ

国際認証都市まつばら

「みんなでつくる 安心・安全なまちづくり」

ご清聴ありがとうございました。
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